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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、①敏捷性と平衡性を複合した新たな転倒回避能力の測定（反応バラ
ンステスト）の信頼性と妥当性の検討、②反応バランステストと転倒および転倒関連体力との関連、③転倒予防
のための運動実践プログラムの提案により、実用性や安全性の高い転倒回避能力の評価法を確立することであっ
た。
本研究の結果、①反応バランステストの信頼性と妥当性が確認され、②転倒不安を有する高齢者のほうが、反応
時間が遅く、重心動揺が劣っている傾向が示された。また、③3か月間の運動実践プログラムを介入したとこ
ろ、反応バランステストの一部の変数で改善傾向が確認された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to (1) examine the reliability and validity of
 a new combined agility and equilibrium assessment of fall avoidance ability (reaction balance
test), (2) relate the reaction balance test to falls and fall-related physical fitness, and (3) 
propose an exercise program for fall prevention.Accordingly, it was to establish an evaluation 
method for fall avoidance ability that is practical and safety.
The results of this study showed that (1) the reliability and validity of the Reaction Balance Test 
were confirmed, and (2) elderly people with fall anxiety tended to have slower reaction time and 
inferior center of pressure.In addition, (3) a trend of improvement was confirmed in some variables 
of the reaction balance test by the intervention of a 3-month exercise program.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は敏捷性と平衡性を複合したテストを開発し、「外乱に対する素早い反応」と「反応後の姿勢制御能力」
の2つの局面を考慮した転倒回避能力の評価をしている点が意義深い。従来の転倒回避能力の評価よりも安全性
かつ実用性が高い評価が可能になったと考えられる。また、これまで運動現場で行われてきた転倒関連体力との
関連や運動実践プログラムの効果検証を実施し、現場で活用できる点は社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 高齢者の転倒回避動作には「外乱に対する素早い反応」と「反応後の姿勢制御能力」の 2つの
局面が存在し、転倒予防には敏捷性と平衡性が必要である。これまで転倒リスクと敏捷性や平衡
性の関連が検討されているものの、2つの局面を一連の動作として評価がされていない。そのた
め、転倒回避動作に必要な敏捷性と平衡性のどちらの能力の影響が大きいのかわからず、運動を
実践した際に運動効果が現れにくい可能性がある。したがって、従来の転倒リスク評価よりも安
全性かつ実用性が高い評価が必要とされている。 
 
２．研究の目的 
 敏捷性と平衡性を複合した測定(以下、反応バランステスト)により、転倒回避能力の評価法を
確立する。そして、確立された評価法を用いて、高齢者における転倒予防のための運動実践プロ
グラムの効果を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 被験者は若年者および地域在住高齢者とし、反応バランステストでは、重心軌跡測定器の上に
左右それぞれで圧力を検出できる測定マットを設置し、その上に被験者を立たせた。前方に設置
した光刺激発生装置から赤色光による合図を与え、光刺激を感じたら素早く片脚を挙上させて
からそのまま 10秒間の片脚立ちを行うことを指示した（図 1）。敏捷性の評価には、赤色光が発
光してから被験者が片脚を挙上し、測定マットから片脚が離地するまでの時間（片脚挙上時間）
とした。また、平衡性の評価には片脚挙上後における 10秒間の片脚立ちでの重心動揺とした。 
 ①反応バランステストの信頼性と妥当性を検討するために、各評価変数の級内相関係数を算
出するとともに、敏捷性は全身反応時間、平衡性は 30秒間の片脚立ちでの重心動揺との関連を
検討した。それぞれの関連性の検討には Pearsonの積率相関係数を算出し、相関分析を行っ
た。 
 ②反応バランステストと転倒および転倒関連体力（椅子立ち上がりテスト、ファンクショ
ナルリーチテスト、2ステップテスト、足趾把持力、10m歩行）との関連を検討した。転倒
および転倒不安の有無による反応バランステストの比較には t検定を用いた。転倒関連体力
との関連を検討するために Pearsonの積率相関係数を算出し、相関分析を行った。 
 ③転倒回避能力に対する運動実践の効果を検証するために、運動実践前後の反応バランステ
ストおよび転倒関連体力について対応のある t検定を用いて比較検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 ①反応バランステストの各評価変数の級内相関係数は、敏捷性の片脚挙上時間が 0.830-0.854、
平衡性の 10 秒間の重心動揺は 0.611-0.826 であった。片脚挙上時間と全身反応時間、10 秒間の
重心動揺と 30秒間の重心動揺ともに有意な相関関係であった（表 1）。なお、重心動揺では総軌
跡長の相関係数が最も高かった。以上のことから、反応バランステストの信頼性および妥当性が
確認され、転倒と関連のある敏捷性と平衡性を評価できる可能性が示唆された。 
 ②転倒および転倒不安の有無で反応バランステストの各評価変数を比較したところ、転倒の
有無では敏捷性、平衡性ともに違いはみられなかった。一方で、転倒不安の有無では転倒不安を
有する群のほうが、反応バランステストの片脚挙上時間が遅く、反応バランステストの重心動揺
が劣っている傾向であった。また、転倒関連体力との関連をみると、反応バランステストの片脚
挙上時間と椅子立ち上がりテストに有意な関連がみられ、反応バランステストの重心動揺とフ
ァンクショナルリーチテスト、2ステップテスト、10m歩行に有意な関連がみられた（表 2）。し



たがって、反応バランステストは筋力よりも動的バランスとの関連が大きく、転倒回避動作を身
に付けるためには筋力よりも歩行などの重心移動をコントロールする力や複合的能力が必要で
ある可能性が示唆された。 
 ③3か月間の運動実践を介入し、転倒回避能力に対する運動実践の効果を検証するために反応
バランステストおよび転倒関連体力の変化を確認したところ、一部の項目で改善傾向がみられ
たものの有意な変化は確認されなかった。今後は運動実践の介入内容の検討や反応バランステ
スト時の動作の質について検討する必要がある。 
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